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多治見市教育研究所 

本年度、第７回目の土曜学習を希望される方は、下記要領にしたがって、お申し込みください。 

 

１ 対  象  多治見市在住 小・中学生  ※ 参加費無料です。 

２ 講座内容     【講座番号７】  １０月２６日(土) 「小木棒の手」体験 

 

３ ＜お申し込み方法＞ 

 

①左のＱＲコードからは、直接、申込みフォームへ移動できます。 

③Ｐ  ②ＰＣからは、次のアドレスを入力します。https://logoform.jp/f/cokXs 

③研究所のＨＰや、絆ネットのメールにもアップしてありますので応募できます。 
 

・ 一人ずつ申し込んでもらうことになりますが、兄弟姉妹は組にして抽選します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 申込締切 １０月７日（火） 午前９時 
 

内 容 時刻会場 
対象・募集
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担当課 多治見市教育研究所  担当 中嶋 香代子  TEL ２３－５９２０ 

 

・個人情報は、他の目的では一切使用しません。教育研究所からの連絡や当日の活動のために必要です。必ずご記入ください。 

・応募者多数の場合は「抽選」とさせていただきます。結果は、１０月中旬に学校を通じて文書でお知らせします。 

・報道機関の取材に応じ、土曜学習の様子を幅広く紹介します。また、教育研究所ホームページなどでも、活動の様子を紹介します。ご

承知おきください。  

次の写真も

見てね！！ 


